
18

○

合計（Ａ） 730 合計（Ｂ） 748

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 18

主な
理由

カラープリンター使用料増のため

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

310

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
320

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
338

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

28当初予算 0 0

0.00

0.60

4,530

4,548

需用費
事務用品、コピー用紙等

310 需用費

0

内容

事務用品、コピー用紙等

4,548

内容 金額

旅費
近接地旅費

100 旅費
近接地旅費

100

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0.40

0.00

26決算 0 0 0 4,564

27当初予算 0 0 0 4,530

27年度人員配置（人）

正規

再任用

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
文化行政の一般管理事務を円滑に行う。

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　文化行政の一般管理事務を行う。

＜平成27年度＞
　文化行政の一般管理事務を行う。

＜平成28年度＞
　文化行政の一般管理事務を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式

2-4 文化芸術の振興
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

明石市事務分掌条例、明石市事務分掌規則事業 文化行政推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

事務事業名
文化行政一般事務事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-001

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

平成28年度 予算事業説明シート

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.20

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

844

730

748

3,720

3,800

3,800

4,564 0.00

目標年次 単位 目標値
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○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化芸術創生基本計画推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-002

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化行政推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民が文化芸術を鑑賞し、参加、創造活動に取り組むなど、文化芸術活動が盛んになるための基盤をつくる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　明石文化芸術創生会議を２回開催。
　実施計画（アクションプラン）の策定及び同計画に基づく事業の実施。
　基本計画及び実施計画（アクションプラン）の進捗管理、評価・検証。

＜平成27年度＞
　明石文化芸術創生会議を３回開催。
　実施計画（アクションプラン）の策定及び同計画に基づく事業の実施。
　基本計画及び実施計画（アクションプラン）の進捗管理、評価・検証。
  基本計画の中間見直し。

＜平成28年度＞
　明石文化芸術創生会議を開催予定（３回開催予定）。
　実施計画（アクションプラン）の策定及び同計画に基づく事業の実施。
　基本計画及び実施計画（アクションプラン）の進捗管理、評価・検証。
　書道パフォーマンスを実施予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 2,972 3,280 6,252 0 0.00

27当初予算 3,883 3,690 7,573 0 0 0 7,573 再任用

0 0 6,252 正規 0.45 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 4,597 3,690 8,287 0 0 0 8,287 任期付 0.00 合計 0.45

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

報償費
指導謝礼

630 報償費
指導謝礼、書道パフォーマンス
出演謝礼 430

区分（節） 内容 金額

報酬
文化芸術創生会議委員報酬

297 報酬
文化芸術創生会議委員報酬

297

役務費
文化芸術創生会議等音声反訳

130 役務費
文化芸術創生会議等音声反訳、
書道パフォーマンス作品加工費 322

需用費
用紙代・消耗品等

105 需用費
コピー用紙・消耗品代、書道パ
フォーマンス印刷費・消耗品等 327

使用料及び賃
借料

会議室使用料
21

使用料及び賃
借料

会議室使用料
21

委託料
基本計画に基づく事業委託料

2,700 委託料
基本計画に基づく事業委託料

3,200

合計（Ａ） 3,883 合計（Ｂ） 4,597

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 714

主な
理由

基本計画に基づく事業委託の実施事業数の増、新規事業「書道パフォーマン
ス」実施のため
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○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
芸術祭等開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-003

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の文化芸術活動を支援することにより、市民が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造活動に取り組む機会を提供し、もって本
市の文化芸術活動の一層の振興を図る。また、次世代への文化の継承や文化に触れる機会を提供する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

明石市芸術祭への参加
人数

明石市芸術祭各事業の参加人数 平成28年度 人 9,500

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　 ① 市芸術祭　　明石吹奏楽の夕べ、明石ｽﾃｰｼﾞｱｰト2014、民謡・民舞と邦楽のつどい、いけばな展（こどもいけばな体験も合わせて
　　　　　　　　　　　 開催）、音楽のつどい、茶会（親子茶道体験も合わせて開催）、美術展を開催。
　　　　　　　　　　　 明石市芸術祭への参加人数　9,149人
　 ② 明石現代作家展　　明石市美術展審査員・実行委員による作品展を開催。
　 ③ 文化芸術活動を行う団体に対して、明石文化芸術創生財団を通じて、助成を行った。

＜平成27年度＞
　 ① 市芸術祭　　明石吹奏楽の夕べ、明石ｽﾃｰｼﾞｱｰト2015、邦舞・邦楽のつどい、いけばな展（こどもいけばな体験も合わせて開催）、
　　　　　　　　　　　 音楽のつどい、茶会（親子茶道体験も合わせて開催）、美術展を開催。
　　　　　　　　　　　 明石市芸術祭への参加人数　9,163人
　 ② 明石現代作家展　　明石市美術展審査員・実行委員による作品展を開催。
　 ③ 文化芸術活動を行う団体に対して、明石文化芸術創生財団を通じて、助成を行った。

＜平成28年度＞
 　① 市芸術祭  　  ・明石吹奏楽の夕べ・・・・・・・・・  8月21日（日）市民会館大ホールで開催予定。
　　　　　　　　　　　　 ・明石ｽﾃｰｼﾞｱｰト2015・・・・・・・  10月23日（日）市民会館大ホールで開催予定。
　　　　　　　　　　　　 ・茶会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  10月下旬か11月上旬 生涯学習センターで開催予定。 親子茶道体験も合わせて開催予定。
　　　　　　　　　　　　 ・民謡・民舞と邦楽のつどい・・・ 10月下旬か11月上旬 生涯学習センター子午線ホールで開催予定。
　　　　　　　　　　　　 ・いけばな展・・・・・・・・・・・・・・・  10月下旬か11月上旬 生涯学習センターで開催予定。 こどもいけばな体験も合わせて開催予定。
　　　　　　　　　　　　 ・音楽のつどい・・・・・・・・・・・・・  11月3日（祝・木）市民会館大ホールで開催予定。
　　　　　　　　　　　　 ・美術展･･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 前期：11月16日（水）～20日（日）、後期：23日(祝・水）～27日（日） 文化博物館で開催予定。
　 ② 明石現代作家展　　明石市美術展審査員・実行委員による作品展。平成29年3月8日(水）～12日（日） 文化博物館で開催予定。
　 ③ 文化芸術活動を行う団体に対して、明石文化芸術創生財団を通じて、助成を行う予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 7,200 5,850 13,050 0 0.00

27当初予算 7,200 5,490 12,690 0 0 200 12,490 再任用

0 155 12,895 正規 0.40 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 7,200 5,490 12,690 0 0 150 12,540 任期付 0.85 合計 1.25

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

委託料
明石市芸術祭等開催委託

7,200 委託料
明石市芸術祭等開催委託

7,200

合計（Ａ） 7,200 合計（Ｂ） 7,200

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由
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○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
文芸祭開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-004

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の文芸に対する関心と認識を深め、創作意欲の向上や創作活動へのきっかけづくりを図るとともに、文芸作品の発表の
機会を提供する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

応募人数 作品の応募人数（一般・ジュニア含む） 平成28年度 人 6,500

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　自由作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7部門）を募集し、優秀作品を賞するとともに、作品集「ことのはものがたり」を
作成。
　また、優秀作品を市ホームページに掲載し広く市民に公表。作品集、表彰式のさらなる充実を図った。
　応募人数　5,592人　　応募作品数　9,342点。

＜平成27年度＞
　自由作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7部門）を募集し、優秀作品を賞するとともに、作品集「ことのはものがたり」を
作成。今年度から中学生以下については、小学生低学年の部、小学生高学年の部、中学生の部の3部門に増設し募集。
　また、優秀作品を市ホームページに掲載し広く市民に公表。作品集、表彰式のさらなる充実を図った。
　応募人数　6,073人　　応募作品数　10,530点。
　
＜平成28年度＞
　自由作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7部門）を募集し、優秀作品を賞するとともに、作品集「ことのはものがたり」を
作成予定。引き続き中学生以下については、小学生低学年の部、小学生高学年の部、中学生の部の3部門で募集。
　また、優秀作品を市ホームページに掲載し広く市民に公表。作品集、表彰式のさらなる充実を図る。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 1,920 4,570 6,490 0 0.00

27当初予算 1,940 3,780 5,720 0 0 420 5,300 再任用

0 446 6,044 正規 0.35 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 1,940 3,780 5,720 0 0 420 5,300 任期付 0.35 合計 0.70

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

委託料
文芸祭開催委託

1,920 委託料
文芸祭開催委託

1,920

区分（節） 内容 金額

旅費
事務協議

20 旅費
事務協議

20

合計（Ａ） 1,940 合計（Ｂ） 1,940

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由
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○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
街角イベント推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-005

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
音楽の活動をするグループや個人に発表の場を提供するとともに、市民が身近な場所で音楽に触れ親しむ機会を提供す
る。また、賑わいのあるまちづくりにも資する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

街角イベント参加人数 街角イベント推進事業の参加人数 平成28年度 人 5,000

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　明石文化芸術創生財団への委託により事業を実施。
　市民に身近な場所で音楽の鑑賞機会を提供する「あかしふれあいコンサート」などの街角イベントを開催。
　また、地域のまつりやイベントなどへ「まちかどミュージシャン登録紹介制度」に登録した者を紹介。
　　① あかしふれあいコンサート・・・毎月1回、イオン明石2番街海の広場で開催。
　　　　参加人数　約4,200人。
　　② 9月14日(日)、9月15日(月・祝)まちかどミュージシャン出演のイベント「まちミューフェスティバル」を開催。
　　　　参加人数　約600人。

＜平成27年度＞
　明石文化芸術創生財団への委託により事業を実施。
　市民に身近な場所で音楽の鑑賞機会を提供する「あかしふれあいコンサート」などの街角イベントを開催。
　また、地域のまつりやイベントなどへ「まちかどミュージシャン登録紹介制度」に登録した者を紹介。
　　①あかしふれあいコンサート・・・毎月1回、イオン明石2番街海の広場で開催。
　　　　参加人数　約4,000人。
　　②11月22日(日)、23日(月・祝)まちかどミュージシャン出演のイベント「まちミューフェスティバル」を開催。
　　　　参加人数　約800人。

＜平成28年度＞
　明石文化芸術創生財団への委託により事業を実施。
　市民に身近な場所で音楽の鑑賞機会を提供する「あかしふれあいコンサート」などの街角イベントを開催予定。
　また、地域のまつりやイベントなどへ「まちかどミュージシャン登録紹介制度」に登録した者を紹介予定。
　　①あかしふれあいコンサート・・・毎月1回、イオン明石2番街海の広場で開催予定。
　　②まちかどミュージシャン出演のイベントを開催予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 820 2,050 2,870 0 0.00

27当初予算 820 1,360 2,180 0 0 0 2,180 再任用

0 0 2,870 正規 0.15 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 820 1,360 2,180 0 0 0 2,180 任期付 0.05 合計 0.20

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

委託料
街角イベント開催委託

820 委託料
街角イベント開催委託

820

合計（Ａ） 820 合計（Ｂ） 820

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由



18

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名

佐渡裕指揮　兵庫芸術文化センター管弦楽
団公演

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-006

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
「音楽のあふれるまちづくり」をさらに推進し、市民に質の高い音楽の鑑賞機会を提供する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　世界的に有名な佐渡裕氏指揮による兵庫芸術文化センター管弦楽団による音楽公演を開催。
　あわせて、こどもたちに音楽の楽しさを伝えるため、佐渡裕氏が小学校を訪問し音楽指導を実施。
　　4月28日（月）市民会館大ホールで公演。
　　同日に松が丘小学校で特別授業を実施。

＜平成27年度＞
　世界的に有名な佐渡裕氏指揮による兵庫芸術文化センター管弦楽団による音楽公演を開催。
　あわせて、こどもたちに音楽の楽しさを伝えるため、佐渡裕氏が小学校を訪問し音楽指導を実施予定。
　　9月16日（水）市民会館大ホールで公演。
　　同日に明石小学校で特別授業を実施。

＜平成28年度＞
　世界的に有名な佐渡裕氏指揮による兵庫芸術文化センター管弦楽団による音楽公演を開催予定。
　あわせて、こどもたちに音楽の楽しさを伝えるため、佐渡裕氏が小学校を訪問し音楽指導を実施予定。
　　9月21日（水）市民会館大ホールで公演予定。
　　同日に市内小学校のうち1校で特別授業を実施予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 5,375 2,180 7,555 0 0.00

27当初予算 6,795 2,590 9,385 0 0 3,292 6,093 再任用

0 3,930 3,625 正規 0.30 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 8,266 2,590 10,856 0 0 4,070 6,786 任期付 0.05 合計 0.35

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
公演パンフレット印刷代、出演者
ケータリング 110 需用費

公演パンフレット印刷代、出演者
ケータリング 221

区分（節） 内容 金額

報償費
託児謝礼

10 報償費
託児謝礼

11

委託料
出演料、警備委託料

5,644 委託料
出演料、警備委託料

6,922

役務費
舞台人件費、チケット販売手数
料、託児保険料 631 役務費

舞台人件費、チケット販売手数
料、託児保険料 639

使用料及び賃
借料

会場使用料、付属設備使用料、
空調使用料 400

使用料及び賃
借料

会場使用料、付属設備使用料、
空調使用料 473

合計（Ａ） 6,795 合計（Ｂ） 8,266

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 1,471

主な
理由

オーケストラ編成規模の増大、ゲストアーティスト出演料増による委託料増の
ため



24

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
財団支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-007

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
文化の息づくまちづくりを推進するため、市の文化芸術全般にわたる業務を担う明石文化芸術創生財団に対して支援を行
う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　　明石文化芸術創生財団の運営補助を行う。
　　中間支援組織活動を委託する。

＜平成27年度＞
　　明石文化芸術創生財団の運営補助を行う。
　　中間支援組織活動を委託する。

＜平成28年度＞
　　明石文化芸術創生財団の運営補助を行う。
　　中間支援組織活動を委託する。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 19,888 2,460 22,348 0 0.00

27当初予算 25,398 1,770 27,168 0 0 0 27,168 再任用

0 0 22,348 正規 0.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 26,028 1,770 27,798 0 0 0 27,798 任期付 0.05 合計 0.25

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

負担金補助及
び交付金

財団運営補助金
25,055

負担金補助及
び交付金

財団運営補助金
25,685

区分（節） 内容 金額

委託料
中間支援組織活動委託

343 委託料
中間支援組織活動委託

343

合計（Ａ） 25,398 合計（Ｂ） 26,028

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 630

主な
理由

職員構成の変更のため



18

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民交響楽団支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-008

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
音楽文化のすそ野の拡大と質の向上を図るため、市民力を活用したアマチュアの市民管弦楽団の運営に対する支援を行
い、「音楽のあふれるまちづくり」を一層推進する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

アウトリーチ活動の回数
定期演奏会のほかに市民にどれだけ鑑賞の機会を提供できている
か。

平成28年度 回 15

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　4月29日（火） 指揮体験ワークショップ発表演奏会を西部市民会館ホールで開催。
　6月22日（日） 「たこフィル倶楽部」会員対象「ありがとうコンサート」を市民ホールで開催。
　7月13日（日） 第8回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラサマーコンサートを西部市民会館ホールで開催。
　9月21日（日） 第16回定期演奏会市民会館大ホールで開催。
　12月23日（火・祝） クリスマスコンサートを市民会館大ホールで開催。
　2月8日（日） 第9回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラウインターコンサートをイオン明石海の広場で開催。
　3月22日（日） 第17回定期演奏会を市民会館大ホールで開催。
　・ アウトリーチ活動10回。

＜平成27年度＞
　6月21日（日） 「たこフィル倶楽部」会員対象「ありがとうコンサート」を開催。
　7月12日（日） 第10回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラサマーコンサートを西部市民会館ホールで開催。
　9月20日（日） 第18回定期演奏会市民会館大ホールで開催。
　2月14日（日） 第11回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラウインターコンサートをイオン明石海の広場で開催。
　3月20日（日） 第19回定期演奏会を市民会館大ホールで開催。
　・ アウトリーチ活動9回。

＜平成28年度＞
　6月  「たこフィル倶楽部」会員対象「ありがとうコンサート」を開催予定。
　7月 第11回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラサマーコンサートを西部市民会館ホールで開催予定。
　9月 第20回定期演奏会市民会館大ホールで開催予定。
　2月 第12回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラウインターコンサートをイオン明石海の広場で開催予定。
　3月 第21回定期演奏会を市民会館大ホールで開催予定。
　・ アウトリーチ活動を実施予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 2,700 820 3,520 0 0.00

27当初予算 2,400 1,640 4,040 0 0 0 4,040 再任用

0 0 3,520 正規 0.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 2,100 1,640 3,740 0 0 0 3,740 任期付 0.00 合計 0.20

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

負担金補助及
び交付金

運営補助
2,400

負担金補助及
び交付金

運営補助
2,100

合計（Ａ） 2,400 合計（Ｂ） 2,100

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -300

主な
理由

運営改善による経費削減のため



17

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
明石将棋フェスティバル開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-009

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民に対し、伝統文化である将棋に親しむとともに、豊かな人間性を身につける機会を提供する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

明石市長杯青尐年将棋
大会の参加人数

明石市長杯青尐年将棋大会の参加人数 平成28年度 人 160

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　青尐年将棋大会、プロ棋士による指導対局については、明石文化芸術創生財団が実施。(参加費有料）
　ホールプログラムは明石文化芸術創生財団に委託して開催。（参加費無料）
　　2月14日(土） 小・中学生を対象とする明石市長杯青尐年将棋大会を生涯学習センターで開催。
　　　　　　　　　　参加人数　104人
　　2月15日(日） プロ棋士による指導対局。ホールプログラムとして明石市長杯青尐年将棋大会有段者クラス優勝者
　　　　　　　　　　 の表彰と女流棋士との記念対局、女流ペア将棋選手権を開催。
　
＜平成27年度＞
　　2月28日(日） 小・中学生を対象とする明石市長杯青尐年将棋大会、全年齢を対象とする女流棋士による指導対局、女流棋士トークショー、
将棋で遊ぼう！～将棋を使った昔懐かしいゲーム～を産業交流センターで明石文化芸術創生財団に委託し開催。(参加費一部有料）
　
＜平成28年度＞
　青尐年将棋大会、プロ棋士による指導対局等を平成29年2月に開催予定。(参加費有料）

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 450 2,270 2,720 0 0.00

27当初予算 600 3,130 3,730 0 0 0 3,730 再任用

0 0 2,720 正規 0.35 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 600 3,130 3,730 0 0 0 3,730 任期付 0.10 合計 0.45

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

委託料
将棋フェスティバル開催委託

600 委託料
将棋フェスティバル開催委託

600

合計（Ａ） 600 合計（Ｂ） 600

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由



○ ○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
明石薪能開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-010

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
伝統芸能を継承するとともに、市民に優れた伝統芸能である薪能を鑑賞する機会を提供することにより伝統文化に親しむ機
会の拡充を図る。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

入場券の販売枚数 入場券の販売枚数 平成28年度 枚 850

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

　＜平成26年度＞
　第17回明石薪能を明石公園で開催。
　能楽師の協力を得て事前練習を行い、明石薪能の上演に先立ち「こども仕舞」を舞台発表。（参加者18名）
　　10月4日（土）入場券販売枚数　815枚　　入場者数　約1,200人

＜平成27年度＞
　第18回明石薪能を明石公園で開催。
　能楽師の協力を得て事前練習を行い、明石薪能の上演に先立ち「こども仕舞」を舞台発表。（参加者21名）
　　10月4日（日）入場券販売枚数　718枚　　入場者数　約1,100人

＜平成28年度＞
　第19回明石薪能を明石公園で9月10日（土）開催予定。
　能楽師の協力を得て事前練習を行い、明石薪能の上演に先立ち「こども仕舞」を舞台発表する。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 5,000 3,630 8,630 0 0.00

27当初予算 3,000 4,080 7,080 0 0 0 7,080 再任用

0 0 8,630 正規 0.45 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 3,000 4,080 7,080 0 0 0 7,080 任期付 0.15 合計 0.60

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

負担金補助及
び交付金

明石薪能開催事業補助金
3,000

負担金補助及
び交付金

明石薪能開催事業補助金
3,000

合計（Ａ） 3,000 合計（Ｂ） 3,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由



24

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
子ども・親子対象芸術鑑賞事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-011

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
次代を担うこどもたちに芸術鑑賞の機会を提供するとともに、芸術に触れる機会の尐ない乳幼児を抱える子育て世代の鑑賞
機会の拡充を図る。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　妊婦、0歳から1歳の乳児と母親が参加できるクラシック音楽鑑賞会「Baby meets music あかし」を２回開催。
　　平成26年9月11日　　西部市民会館ホール　入場者数　63組　166名
　　平成26年9月23日　　生涯学習センター子午線ホール　入場者数　90組　216名

＜平成27年度＞
　妊婦、0歳から1歳の乳児と母親が参加できるクラシック音楽鑑賞会「Baby meets music あかし」を４回開催。
　　平成27年7月4日　　西部市民会館ホール　　入場者数　89組　260名
　　平成27年7月11日   生涯学習センター子午線ホール　入場者数　77組　215名
　　平成28年2月20日　 西部市民会館ホール
　　平成28年2月27日　 生涯学習センター子午線ホール

＜平成28年度＞
　妊婦、0歳から1歳の乳児と母親が参加できるクラシック音楽鑑賞会「Baby meets music あかし」を明石文化芸術創生財団に委託し、生涯学習センターと
西部市民会館で２回開催予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 613 2,680 3,293 0 0.00

27当初予算 1,158 2,160 3,318 0 0 0 3,318 再任用

0 0 3,293 正規 0.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 500 2,160 2,660 0 0 0 2,660 任期付 0.20 合計 0.40

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
チラシ等印刷費

62

区分（節） 内容 金額

報償費
出演謝礼、司会謝礼

670 委託料
Baby Meets Music あかし開催
委託 500

使用料及び賃
借料

会場使用料
260

役務費
舞台人件費

166

合計（Ａ） 1,158 合計（Ｂ） 500

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -658

主な
理由

開催方法を見直したことによる費用減



28

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
短編動画コンテスト開催事業

新規/継続 新規事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-012

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
子ども・若者を含めた幅広い世代の人々に明石をテーマにした作品を作成し、明石の風土や歴史・文化を知る機会を提供す
ることによって、ふるさとへの愛着・関心を高めてもらう。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

作品応募点数 作品の応募点数 平成28年度 本 50

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成28年度＞
　明石を舞台やテーマにとり入れた、ジャンル不問の５分以内のショートムービーを募集し、優秀作品を賞する。
　平成29年2月頃に表彰式・上映会を開催予定。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 0 0 0 0 0.00

27当初予算 0 0 0 0 0 0 0 再任用

0 0 0 正規 0.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 561 0 561 0 0 0 561 任期付 0.00 合計 0.00

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
消耗品等、チラシ・ポスター印刷
代 70

区分（節） 内容 金額

報償費
副賞、審査・司会・指導謝礼等

400

使用料及び賃
借料

会場使用料
46

役務費
人件費

45

合計（Ａ） 0 合計（Ｂ） 561

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 561

主な
理由
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○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
姉妹都市交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-013

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

姉妹都市提携事業 姉妹都市交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民、アメリカ合衆国バレホ市民 市民同士の継続的な交流事業や相互訪問などを通じて相互理解と友好、親善を深めるた
め、バレホ市と必要な連絡調整を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
・市民や関係者が訪問した際の相互受け入れなどのほか、必要に応じ随時連絡調整を行う。

＜平成27年度＞
・バレホ市親善交流団が明石市を訪問。
 人数:4人（バレホ市長を含む）　　期間：平成27年9月4日～7日（4日間）

＜平成28年度＞
・市民や関係者が訪問した際の相互受け入れなどのほか、必要に応じ随時連絡調整を行う。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 151 2,050 2,201 0 0.00

27当初予算 141 2,870 3,011 0 0 0 3,011 再任用

0 0 2,201 正規 0.35 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 141 2,870 3,011 0 0 0 3,011 任期付 0.00 合計 0.35

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

役務費
文書翻訳料

101 役務費
文書翻訳料

101

区分（節） 内容 金額

報償費
通訳謝礼

40 報償費
通訳謝礼

40

合計（Ａ） 141 合計（Ｂ） 141

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由



56

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
友好都市交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-014

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

友好都市提携事業 友好都市交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民、中国無錫市民 友好都市無錫市との継続的な市民間交流や両市公式団による相互訪問などを通じて両市の相互理解
と友好、親善を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　　・明石市友好訪中団（無錫市国際友好都市交流会参加）　人数：2人　　期間：平成26年10月20日～21日（2日間）
　　・無錫市江南中学校吹奏楽交流団
　　　　人数：中学生62人、引率教師、通訳　計73人　　期間：平成26年8月21日～26日（6日間）
　　・無錫市友好交流団　　人数：6人　　期間：平成26年4月14日～16日（3日間）
　　・無錫市研修生　　　　　人数：3人　　期間：平成27年1月17日～2月3日（18日間）

＜平成27年度＞
　　・明石市友好訪中団　　人数：2人　　期間：平成27年7月28日～30日（3日間）
　　・無錫市友好交流団　　人数：7人　　期間：平成27年8月17日～18日（2日間）
　　・無錫市研修生　　　　　人数：3人　　期間：平成28年1月14日～31日（18日間）
　　・明石市青尐年ジャズダンス交流団
　　　　人数：中高生21人、引率者（通訳、看護師ほか）　計29人　時期：平成27年7月28日～8月1日（5日間）
　　・友好都市提携35周年事業事前協議団　　人数：2人、期間：平成27年11月10日～14日(5日）

＜平成28年度＞　※友好都市提携３５周年
　　・明石市友好訪中団　　　人数、時期未定
　　・明石市青尐年文化・スポーツ訪中団　　人数、時期未定
　　・無錫市友好交流団　　　人数、時期未定
　　・無錫市青尐年交流団　 人数、時期未定
　　・無錫市研修生　　　　　　人数、時期未定

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 3,212 13,530 16,742 0 0.00

27当初予算 5,939 9,020 14,959 0 0 0 14,959 再任用

0 0 16,742 正規 1.10 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 19,042 9,020 28,062 0 0 0 28,062 任期付 0.00 合計 1.10

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
訪中旅費

1,483 旅費
訪中旅費

1,792

区分（節） 内容 金額

報償費
通訳謝礼

555 報償費
通訳謝礼

850

役務費
文書翻訳料

41 委託料
受入・派遣事業等委託

12,000

需用費
消耗品等

560 需用費
消耗品等

800

使用料及び賃
借料

ホテル使用料
500 その他

文書翻訳料、ホテル使用料
600

委託料
受入・派遣事業等委託

2,800
負担金補助及
び交付金

派遣団補助金
3,000

合計（Ａ） 5,939 合計（Ｂ） 19,042

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 13,103

主な
理由

友好都市提携35周年を記念し、明石市・無錫市の両市で記念事業を開催する
ため
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○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
国際交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-015

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

明石市国際交流協会設立事業 国際交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民（在住外国人を含む） 市民の国際理解を深め、多文化共生・地域国際化を推進する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

国際交流協会会員数
国際交流についての市民への啓発が進み、国際交流に関する理解や
重要性の認識が深まることにより、国際交流協会の会員数が増える。

平成28年度 人 680

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

・広く市民に国際交流について普及啓蒙するとともに、幅広い国際交流を推進する。
・国際交流促進事業（主な内容は下記①～③）を明石市国際交流協会へ委託し、多文化共生・地域国際化を進める。
　①国際交流・協力啓蒙事業（国際交流ボランティアの募集・育成　など）　②多文化共生事業（国際理解講演会、小中学校へのゲストティーチャーの派遣、
日本語学習会「いろはクラブ」の開催　など）　③国際交流活動助成事業（最大5万円を市民団体に助成）

＜平成26年度＞（3月31日現在）
　①会員数700人、ボランティア登録人数延べ192人
　②ゲストティーチャー派遣、通訳・翻訳ボランティア登録者64人
　　日本語学習会「いろはクラブ」開催件数　年間1164回
　③国際交流活動助成　3件

＜平成27年度＞（年度末見込み）
　①会員数650人、ボランティア登録人数延べ180人
　②ゲストティーチャー派遣、通訳・翻訳ボランティア登録者数60人
　　日本語学習会「いろはクラブ」開催件数　年間1200回
　③国際交流活動助成　3件

＜平成28年度＞(年度末見込み）
　①会員数680人、ボランティア登録人数延べ200人
　②ゲストティーチャー派遣、通訳・翻訳ボランティア登録者70人
　　日本語学習会「いろはクラブ」開催件数　年間1300回
　③国際交流活動助成　3件

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 8,921 8,200 17,121 0 0.00

27当初予算 8,984 5,330 14,314 0 0 0 14,314 再任用

0 0 17,121 正規 0.65 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 9,450 5,330 14,780 0 0 0 14,780 任期付 0.00 合計 0.65

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
出張旅費

114 旅費
出張旅費

114

区分（節） 内容 金額

報償費
通訳謝礼

40 報償費
通訳謝礼

40

委託料
国際交流促進事業委託

750 委託料
国際交流促進事業委託

1,137

需用費
消耗品等

90 需用費
消耗品等

90

その他 108 その他 108

負担金補助及
び交付金

国際交流協会運営補助
7,882

負担金補助及
び交付金

国際交流協会運営補助
7,961

合計（Ａ） 8,984 合計（Ｂ） 9,450

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 466

主な
理由

国際交流促進事業委託の増額



19

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
諸外国との交流事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-016

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

事業 国際交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民 姉妹都市・友好都市提携先以外の諸外国との国際交流を推進し、市民の国際理解を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
　　・諸外国からの訪問団の受入

＜平成27年度＞
　　・諸外国からの訪問団の受入

＜平成28年度＞
　　・諸外国からの訪問団の受入

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 179 2,870 3,049 0 0.00

27当初予算 440 1,230 1,670 0 0 0 1,670 再任用

0 0 3,049 正規 0.15 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 440 1,230 1,670 0 0 0 1,670 任期付 0.00 合計 0.15

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
消耗品等

110 需用費
消耗品等

110

区分（節） 内容 金額

報償費
通訳謝礼

110 報償費
通訳謝礼

110

使用料及び賃
借料

施設使用料
20

使用料及び賃
借料

施設使用料
20

委託料
受入事業委託

200 委託料
受入事業委託

200

合計（Ａ） 440 合計（Ｂ） 440

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由



3

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化博物館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-017

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5608

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化博物館費
根拠法令
・要綱等

明石市立文化博物館条例・明石市立文化博物
館条例施行規則

事業 文化博物館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石の歴史や民俗等に対する市民の理解を深めるために当該資料の収集・保管、調査・研究、展示等を進めるとともに、質
の高い文化・芸術の提供と鑑賞機会の拡充を図り、さらに発表の場を積極的に提供する施設として、明石市立文化博物館の
円滑な運営及び管理を行う。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

展覧会観覧者数
質の高い文化・芸術の提供と鑑賞機会の拡充を図る指標として設定
する。

平成28年度 人 95,000

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

事業の目的のために、展覧会、貸館業務、施設維持管理業務、その他の業務を行う。平成28年度からは調査・研究及びそれに伴う企画展の企画立案等は
市が直接行い、特別展の実施を含むその他の管理運営業務（施設運営・管理、貸館、広報等）は指定管理者が行う「業務分割方式による指定管理者制度」
を導入する。

①展覧会の実施
　　指定管理者が実施　平成26年度           特別展2回、特別企画展1回、企画展4回　観覧者数95,638人
　　指定管理者が実施　平成27年度見込み  特別展2回、特別企画展1回、企画展4回　観覧者数54,000人
　　市及び指定管理者が実施　平成28年度計画　特別展3回、企画展4回　観覧者数95,000人
②指定管理者による貸館事業
　　平成26年度　　　　　 ギャラリー（28件、稼働率81.7％、利用者数26,195人）、会議室（57件、稼働率58.7％、利用者数4,315人）
　　平成27年12月末     ギャラリー（13件、稼動率92.5％、利用者数10,593人）、会議室（32件、稼動率71.8％、利用者数3,998人）
　　※　平成28年度からも指定管理者が実施する。
③指定管理者による施設維持管理業務の実施
　　平成26年度　修繕40件　　平成27年12月末　修繕25件
　　※　平成28年度からも指定管理者が実施する。
④博物館資料の整備
　　指定管理者が実施　資料購入数　　　　　　　　平成26年度　　　2件　　　　平成27年12月末　　　2件
　　指定管理者が実施　寄贈資料の受け入れ　　平成26年度　　　9件　　　　平成27年12月末　　　3件
　　※　平成28年度からは資料の調査や方針決定等は市が実施する。
⑤学校観覧（小・中・特別支援学校）の対応
　　指定管理者が実施　平成26年度　　101校　　　　平成27年12月末　　　21校
　　※　平成28年度からは市及び指定管理者が実施する。
⑥ボランティア育成事業
　　平成26年度　登録人数96人、活動延べ人数1,276人　　　平成27年12月末　登録人数85人、活動延べ人数535人
　　※　平成28年度からは市及び指定管理者が実施する。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 161,090 11,480 172,570 0 0.00

27当初予算 165,765 14,480 180,245 0 0 1,068 179,177 再任用

0 1,168 171,402 正規 1.70 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.20

28当初予算 141,288 14,480 155,768 0 0 1,082 154,686 任期付 0.00 合計 1.90

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
選定委員会　委員旅費

10 需用費
事務用品等

210

区分（節） 内容 金額

報償費
選定委員会　委員謝礼等

270 旅費
博物館学芸員等調査・研修等旅
費 150

役務費
「さかなクン　イラスト展」　コン
クール参加賞郵送費ほか 150 委託料

指定管理料
140,500

需用費
「さかなクン　イラスト展」　イベン
ト募集チラシ等 182 役務費

電話料金等
298

使用料及び賃
借料

「さかなクン　イラスト展」パネル
使用料等 596

委託料
指定管理料、「さかなクン　イラ
スト展」委託料 164,557

使用料及び賃
借料

コピー使用料
130

合計（Ａ） 165,765 合計（Ｂ） 141,288

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -24,477

主な
理由

業務分割方式による指定管理者制度の導入に伴い、学芸業務を行う職員を市
が直接雇用するため。



3

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化博物館施設整備事業

新規/継続 新規事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-018

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5608

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化博物館費
根拠法令
・要綱等

明石市立文化博物館条例・明石市立文化博物
館条例施行規則

事業 文化博物館施設整備事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石市立文化博物館の破損、劣化した施設・設備の改修、更新を行い、施設・設備の安全で効率的な運用を図る。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

<平成26年度の実績>
①高圧ケーブル更新工事
　高圧ケーブルが関西電気保安協会の定期点検で経年劣化により不適合と判定されており、漏電や停電による波及事故を防止するため更新工事を施工し
た。
　工事請負費　3,510千円
　負担金　　　　　108千円

<平成28年度の実施予定>
①直流電源装置蓄電池及び整流器の更新
　直流電源装置蓄電池及び整流器が経年劣化により機能しなくなったとき、非常灯の点灯ができず非常時の避難活動に支障を起こす恐れがある。また、非
常時（停電時）に大電流が流れた場合、蓄電池腐食部分の発熱により引火爆発の危険性があるため更新する。
　　需要費（修繕料） 7,000千円

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 3,618 3,618 0 0.00

27当初予算 0 0 0 0 0 0 再任用

0 0 3,618 正規 0.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 7,000 7,000 0 7,000 0 0 任期付 0.00 合計 0.00

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

需用費
直流電源装置蓄電池及び整流
器の更新 7,000

合計（Ａ） 0 合計（Ｂ） 7,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 7,000

主な
理由

直流電源装置蓄電池及び整流器を更新するため



46

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民会館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-019

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5608

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 市民会館費
根拠法令
・要綱等

明石市立市民会館条例・同条例施行規則・明石
市立西部市民会館条例・同条例施行規則・明石
市立公会堂条例・同条例施行規則・明石市立市
民ホール条例・同条例施行規則

事業 市民会館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の福祉の増進を図り、文化の向上に寄与するため、市民ニーズに沿った古典から現代に至る多彩で質の高い文化・芸
術の鑑賞及び発表の場を積極的に提供する施設として、円滑な運営及び管理を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

4施設の利用者数 芸術・文化の発表の場としての指標として設定する。 平成28年度 人 349,000

自主事業の入場者数
市民ニーズに沿った多彩で質の高い文化・芸術の鑑賞機会の拡充を
図る指標として設定する。

平成28年度 人 35,000

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

事業の目的のために、貸館業務、自主事業、施設維持管理業務、その他の業務を行う。

①指定管理者による貸館事業の実施
    平成26年度　 市民会館（1,999件、稼働率51.8％、利用者数218,778人）
　　　　　　　　　　　西部市民会館（541件、稼働率42.8％、利用者数59,487人）
　　　　　　　　　　　中崎公会堂（1,005件、稼働率59.3％、利用者数21,960人）
　　　　　　　　　　　市民ホール（474件、稼働率57.8％、利用者数30,394人）

　　平成27年度　 市民会館（1,602件、稼働率56.1％、利用者数187,666人）
　　　　　12月末 　西部市民会館（409件、稼働率43.1％、利用者数48,085人）
　　　　　　　　　　　中崎公会堂（859件、稼働率69.5％、利用者数19,473人）
　　　　　　　　　　　市民ホール（362件、稼働率58.3％、利用者数26,929人）

②指定管理者による自主事業の実施
　　平成26年度　58公演87ステージ開催      観覧者数　42,701人       平成27年度12月末　53公演72ステージ　観覧者数　43,299人
　　平成28年度計画　  　23公演53ステージ　観覧者数　28,041人

③指定管理者による施設維持管理業務の実施
　　平成26年度　修繕60件（市民会館　27件、西部市民会館　24件、中崎公会堂  5件、市民ホール　1件、他　3件）
　　平成27年度12月末　修繕48件（市民会館　26件、西部市民会館　18件、中崎公会堂　3件、市民ホール　0件、他  1件）
　
④その他の業務
　　平成26年度　広報紙「しおさい」の発行  101,000部、友の会（343人、法人5団体）、第九合唱団（234人)の育成等の実施
    平成27年度　広報紙「しおさい」の発行  106,000部、友の会（349人、法人5団体）、第九合唱団（239人)の育成等の実施

※　②以外についても、平成28年度も例年と同様に実施。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 171,293 11,480 182,773 0 0.00

27当初予算 171,060 12,820 183,880 0 0 842 183,038 再任用

0 977 181,796 正規 1.30 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.80

28当初予算 172,060 12,820 184,880 0 0 1,828 183,052 任期付 0.00 合計 2.10

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

委託料
指定管理料

171,050 委託料
指定管理料

172,050

区分（節） 内容 金額

需用費
協定書印刷製本費

10 需用費
協定書印刷製本費

10

合計（Ａ） 171,060 合計（Ｂ） 172,060

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 1,000

主な
理由

市民会館の貸館を利用される主催者に対しての利用サービス向上を図るため



○ ○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化財保護調査・啓発事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-020

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治＋法定 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例・明石市
文化財保護条例施行規則・明石市文化財審議
会規則

事業 文化財保護調査・啓発事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市内の文化財を保護するとともに、文化財啓発事業を推進することにより、市民の文化財に対する理解を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

企画展「発掘された明石の
歴史展」の入館者数

　市内で出土した埋蔵文化財の公開に訪れた来館者の数により市民
の文化財に対する関心度を図る指標とする。

平成28年度 人 2,000

出前講座「市内の文化財に
ついて」の実施回数

　市内団体等の要請により行った出前講座の件数により文化財啓発
活動の量を示す指標とする。

平成28年度
 

回 10

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
１　文化財審議会の開催（年1回）
２　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（4ｹ所各3回）
３　県・市指定文化財保護に対する補助（住吉神社楼門屋根瓦の修理ほか）
４　「発掘された明石の歴史展」の開催
５　地域文化財の普及活用事業
　　明石全域の文化遺産を網羅した資料集の作成と西部の文化遺産のマップを活用した事業を行った。
６　出前講座の実施
７　寺山古墳石室の移転
　
＜平成27年度＞
１　文化財審議会の開催（年3回）
２　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（4ｹ所各3回）
３　県・市指定文化財保護に対する補助（茨木酒造主屋修繕事業ほか）
４　「発掘された明石の歴史展」の開催
５　出前講座の実施
　
＜平成28年度＞
１　文化財審議会の開催（年3回）
２　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（4ｹ所各3回）
３　県・市指定文化財保護に対する補助
４　「発掘された明石の歴史展」の開催
５　出前講座の実施

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 14,433 6,080 20,513 0 0.00

27当初予算 8,292 7,680 15,972 0 0 160 15,812 再任用

5,864 150 14,499 正規 0.60 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.20 その他 0.00

28当初予算 5,961 7,680 13,641 0 0 550 13,091 任期付 0.80 合計 1.60

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
地域文化財普及活用事業に伴う
講師招聘旅費 66 旅費

地域文化財普及活用事業に伴う
講師招聘旅費 66

区分（節） 内容 金額

報酬
文化財審議会委員報酬

150 報酬
文化財審議会委員報酬

150

役務費
文化博物館内執務室及び作業
室等電話回線使用料 408 役務費

文化博物館内執務室及び作業
室等電話回線使用料 324

需用費
文化財保護調査用フィルム現
像、市内文化財標柱修繕等 886 需用費

文化財保護調査用フィルム現
像、市内文化財標柱修繕等 555

その他
市指定文化財補助金等

2,367 その他
市指定文化財補助金等

461

委託料
「発掘された明石の歴史展」「明
石藩関連資料調査公開」事業等 4,415 委託料

「発掘された明石の歴史展」「明
石藩関連資料調査公開」事業等 4,405

合計（Ａ） 8,292 合計（Ｂ） 5,961

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -2,331

主な
理由

市指定文化財修繕に伴う補助金減のため



○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財発掘調査事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-021

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財発掘調査事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
周知の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅等を建築する際に発掘調査を行い、埋蔵文化財の記録保存化を図る。開発
事業に先立ち、遺跡の存否あるいは範囲の確認のための試掘・確認調査を行うことにより、適切な埋蔵文化財の保護措置を
とり、円滑な開発事業の推進を図る。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

<平成26年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。6件の発掘調査を行った。

<平成27年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。5件の発掘調査を行った。

<平成28年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。6件の発掘調査が行われる予定である。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 6,611 3,200 9,811 5,250 0.00

27当初予算 5,821 6,480 12,301 4,500 0 0 7,801 再任用

0 0 4,561 正規 0.60 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 5,725 6,480 12,205 4,350 0 0 7,855 任期付 0.60 合計 1.20

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
出土資料鑑定に伴う旅費

10 旅費
出土資料鑑定に伴う旅費

5

区分（節） 内容 金額

報償費
出土資料鑑定謝礼

60 報償費
出土資料鑑定謝礼

40

委託料
発掘作業委託

5,400 委託料
発掘作業委託

5,350

需用費
発掘調査に伴う消耗品費

351 需用費
発掘調査に伴う消耗品費

330

合計（Ａ） 5,821 合計（Ｂ） 5,725

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -96

主な
理由

発掘調査経費見直しによる減のため



○ ○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財発掘調査事業（受託分）

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-022

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財発掘調査事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
周知の埋蔵文化財包蔵地内の開発に先立ち、事前に発掘調査を行うことにより、資料の適切な保存を図り、地域の歴史・文
化の向上に役立てる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

<平成26年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、12件の発掘調
査を実施した。

<平成27年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、6件の発掘調
査を行った。

<平成28年度〉
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、7件の発掘調
査を実施する予定である。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 0 10,680 10,680 0 0.00

27当初予算 60,300 11,680 71,980 0 0 64,521 7,459 再任用

0 1,335 9,345 正規 0.60 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 60,300 11,680 71,980 0 0 63,225 8,755 任期付 2.60 合計 3.20

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

委託料
埋蔵文化財発掘業務委託

60,000 委託料
埋蔵文化財発掘業務委託

60,000

区分（節） 内容 金額

需用費
発掘調査に伴う消耗品費及び記
録写真現像料等 300 需用費

発掘調査に伴う消耗品費及び記
録写真現像料等 300

合計（Ａ） 60,300 合計（Ｂ） 60,300

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由



○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財出土資料整理事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-023

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財出土資料整理事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市内の埋蔵文化財発掘調査によって出土した資料の整理を行い、資料の長期保存と、調査結果を公開することにより、市民
に成果を還元し、郷土の歴史・文化財への理解を深め、次世代へ継承していくよう保護意識の啓発を目的とする。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

<平成26年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　市内の埋蔵文化財発掘調査によって出土した土器、陶磁器、木器、漆器などの資料の中から重要な資料の実測、トレース、写真撮影を行い、発掘調査の
成果を報告書・展示等で公開した。また、大久保町報恩寺跡の出土資料の市指定に向け、調査報告書を刊行した。
２　保存処理業務
　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努めた。

<平成27年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　市内の埋蔵文化財発掘調査によって出土した土器、陶磁器、木器、漆器などの資料の中から重要な資料の実測、トレース、写真撮影を行い、発掘調査の
成果を報告書・展示等で公開した。
２　保存処理業務
　寺山古墳等金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努めた。

<平成28年度>
１　市内で行われた8箇所の埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報を発行する。
２　保存処理業務
　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努める。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 2,108 17,100 19,208 0 0.00

27当初予算 1,770 17,920 19,690 0 0 0 19,690 再任用

0 0 19,208 正規 0.60 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 1,678 17,920 19,598 0 0 0 19,598 任期付 5.00 合計 5.60

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
資料調査旅費

85 需用費
出土資料整理用消耗品及び調
査報告書作成費 500

区分（節） 内容 金額

報償費
出土資料鑑定謝礼

45 報償費
出土資料鑑定謝礼

178

委託料
埋蔵文化財出土資料保存処理
委託 1,000

需用費
出土資料整理用消耗品及び調
査報告書作成費 510 委託料

埋蔵文化財出土資料保存処理
委託 1,000

備品購入費
報告書作成用備品

130

合計（Ａ） 1,770 合計（Ｂ） 1,678

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -92

主な
理由

資料調査旅費減のため



25

○

○

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
市史編さん事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001000-024

予算所管課 文化・スポーツ部文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法事業 市史編さん事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
既刊『明石市史』は昭和35年（1960年）に刊行されたものであり、相当の年月が経過している。その間、総合的な歴史研究の進展に加え、明
石の歴史を塗り替える新たな貴重な資料も多く発見されており、既存の市史では不十分な内容となっている。そこで、新たな『明石市史』を
編さん・刊行する事業を実施し、市史がさまざまな場で活用されることで歴史息づく明石のまちに誇りと愛着をもってもらうとともに、今でなけ
れば記録しえない地域の歴史についても記録化・保存し後世に伝えることを目的とする。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

<平成26年度>
市史編さん事業に向けて、学識経験者5名による会議を4回開催し、その仕様や市史編さんの体制、市民への普及を図るためのあり方等について検討する。

<平成27年度>
地域に残る歴史資料をボランティアとともに掘り起こし、調査・研究を行った。
既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果について、適宜広報活動・啓発活動に努め、市民に還元した。

<平成28年度>
専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行う。また、地域に残る歴史資料をボランティアとともに掘り起こしを行う。
既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果について、適宜広報活動・啓発活動に努め、市民に還元する。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 3,878 13,660 17,538 0 1.00

27当初予算 4,127 12,180 16,307 0 0 0 16,307 再任用

0 0 17,538 正規 0.30 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.80 その他 0.00

28当初予算 4,100 12,180 16,280 0 0 0 16,280 任期付 2.00 合計 4.10

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
専門委員会議出席旅費

200 旅費
専門委員会議出席旅費

150

区分（節） 内容 金額

報償費
市史編さん実行委員会委員に対
する謝礼 200 報償費

市史編さん実行委員会委員に対
する謝礼 200

役務費
電話回線等使用料

150 役務費
電話回線等使用料

150

需用費
コピー用紙代等

50 需用費
コピー用紙代等

50

使用料及び賃
借料

コピー機使用料
27

使用料及び賃
借料

コピー機使用料
50

委託料
調査研究委託料

3,500 委託料
調査研究委託料

3,500

合計（Ａ） 4,127 合計（Ｂ） 4,100

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -27

主な
理由

専門委員会旅費減のため



○ ○

その他
ニュースポーツ道具等備品　ほ
か 452

合計（Ａ） 16,210 合計（Ｂ） 15,968

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -242

主な
理由

全国的スポーツ大会運営補助金の減による

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

897

使用料及び賃
借料

コピー使用料、会場使用料ほか
310

使用料及び賃
借料

コピー使用料、会場使用料ほか
314

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

負担金補助及
び交付金

関西大学ビーチバレー大会運営
補助　ほか 400

負担金補助及
び交付金

関西大学ビーチバレー大会運営
補助　ほか 155

積立金
明石市スポーツ振興基金

10,100 積立金
明石市スポーツ振興基金

10,100

その他
ニュースポーツ道具等備品　ほ
か 444

28当初予算 0 0

0.00

1.50

25,710

25,468

需用費
スポーツ賞表彰に係るメダル、
消耗品、印刷製本費等 906 需用費

115

内容

スポーツ賞表彰に係るメダル、
消耗品、印刷製本費等

25,353

内容 金額

報償費
文化・スポーツ振興激励金ほか

4,050 報償費
文化・スポーツ振興激励金ほか

4,050

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

1.00

0.00

26決算 0 0 7 25,213

27当初予算 0 0 100 25,610

27年度人員配置（人）

正規

再任用

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民が健康で明るく豊かな社会生活を営むために、一般市民から競技者まで幅広く市民等が行うスポーツ活動を支援する。

事
業
内
容

１　全国大会等に出場する選手等への激励金の支給。
　　　・全国中学校体育大会や全国高等学校総合体育大会等に出場する選手に対し激励金を支給する。
　　　　（Ｈ24年度から実施、H25年度には支給要綱の見直しを行った。）
　　　　H24年度支給者数　1,592人　H25年度　786人　H26年度　790人

２　全国的規模のスポーツ大会の本市での開催を支援。
　　○全国高等学校軟式野球大会の歓迎事業（Ｓ56年から）
　　　　出場校　毎年16校　明石トーカロ球場で開催
　　　　潮騒の塔への大会開催ＰＲ懸垂幕の設置。明石公園正面堀沿いに歓迎のぼり旗の設置。
　　○大蔵海岸での関西大学ビーチバレー男女選手権大会開催を支援
　　　（H24年度からＨ27年度とも2日間開催）
　　　　H24年度参加者 150名　　　Ｈ25年度参加者 166名　　　Ｈ26年度参加者 152名　　　Ｈ27年度参加者 138名

３　明石市スポーツ賞表彰式の開催
　　　・本市のスポーツの振興に功績のあった方や優秀な成績を収めた選手等を表彰する。
　　　　表彰人数　 　H24年度　199人　　H25年度　107人　　H26年度　100名　　平成27年度　80名

４　明石市スポーツ振興基金の積立
　　　・本市がスポーツを推進していくうえで、今後必要となる支出に備え、基金を積み立てる。（H24年度開始。）
　　　　H24年度積立額 10,033千円　　H25年度積立額　10,026千円　　H26年度積立額 10,007千円　　H27年度予算額 10,100千円

成果指標
指標名 考え方・定義・式

2-3 スポーツの振興
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 生涯スポーツ支援事業

施策分野
2 教育・文化分野

事務事業名
生涯スポーツ支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001500-001

予算所管課 文化・スポーツ部スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624

平成28年度 予算事業説明シート

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.50

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

13,840

16,210

15,968

11,380

9,500

9,500

25,220 0.00

目標年次 単位 目標値
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平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
生涯スポーツ推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001500-002

予算所管課 文化・スポーツ部スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624

教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 生涯スポーツ推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-3 スポーツの振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民が、自らの健康・体力の維持増進を図れるよう、スポーツをする機会等を提供し、競技力の向上にも結び付けていくよう
生涯スポーツの推進を図る。特に子どもにはスポーツをする喜びを味わってもらうよう、体力向上・競技力向上に向けたイベ
ント等を開催する。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

スポーツ実施率 成人の週１回以上のスポーツ実施率 平成29年度 ％ 45

スポーツを行っていない
割合

ほとんど運動やスポーツを行っていない成人の割合 平成29年度 ％ 32

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

１　子どもを対象とした体験型スポーツ教室等の開催（ジュニアスポーツ推進事業）
　　○ジュニア自転車競技教室の開催　継続（年６回）
　　　・県自転車競技連盟や競輪選手が指導者となり、学童期から自転車競技へ興味持つこと、正しい自転車の乗り方を学ぶことを目的として開催する。
　　○ヴィッセル神戸との連携
　　　・尐年サッカークリニック　継続（年2回）、トップ選手の小学校訪問　継続（年1回）、小学校巡回指導　継続（年3回）、親子サッカー教室　継続（年3回）
　　○　「集まれ！野球っ子」の開催（年１回）
　　　・プロ野球OBの指導による小学５～６年生を対象とした野球教室。
２　市民を対象とした体験型スポーツ教室等の開催（市民スポーツ推進事業）
　　○あかしスポーツフォーオールの開催
　　　⑴こどもスポーツチャレンジ　継続（年２回）　　　⑵ファミリースポーツチャレンジ　継続（年２回）　　　⑶ユニバーサルスポーツチャレンジ　新規（年１回）
　　　⑷明石市スポーツフェスティバル　開催方法見直し（年１回）
　　　・明石市体育協会に委託し、子ども・親子・障がい者をキーワードにして教室・大会等を開催し、より多くの市民がスポーツに親しむ機会を提供する。
　　○ときめきスポーツライフ推進プランの開催
　　　⑴地域スポーツ大会　継続（年１回）　　　⑵まちかど体力測定会　継続（年２回）　　　⑶親子で運動遊び体験　継続（年３回）
　　　⑷市内で実施される行事への積極的参加　継続（適宜）
　　　・明石市スポーツ推進委員会に委託し、子ども大人も気軽に参加できる行事を実施することで体を動かすことの楽しさを感じることができる場を
　　　　提供する。
　　○大蔵海岸ビーチピック開催
　　　・大蔵海岸を舞台に、子どもから大人までが楽しむことができる、遊びを基本とした海にちなんだ競技大会等を開催する。
３　明石市体育協会加盟団体による市民向けスポーツ教室の開催
　　　・コミセンなどを会場として開催。
　　　　開催種目及び教室数  H24年度　16種目43教室、H25年度　15種目42教室、H26年度　16種目43教室、平成27年度　17種目45教室
４　明石市総合体育大会・スポーツ大会の開催
　　　・明石市体育協会への委託として明石市総合体育大会と各種目大会を開催
５　市民ショートテニス大会の開催（年１回）
　　　・明石市スポーツ推進委員と連携し、ショートテニス大会を開催。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 7,774 12,020 19,794 0 0.00

27当初予算 10,249 17,440 27,689 0 0 68 27,621 再任用

0 57 19,737 正規 2.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 9,267 17,440 26,707 0 0 68 26,639 任期付 0.40 合計 2.40

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
総合体育大会開催に係る表彰
状印刷ほか 233 需用費

総合体育大会開催に係る表彰
状印刷ほか 243

区分（節） 内容 金額

報償費
看護師謝礼ほか

493 報償費
看護師謝礼ほか

361

役務費
傷害保険料ほか

12 役務費
傷害保険料ほか

66

委託料
総合体育大会等開催委託、ジュ
ニアスポーツ推進事業委託ほか 8,762 委託料

総合体育大会等開催委託、ジュ
ニアスポーツ推進事業委託ほか 7,712

負担金補助及
び交付金

小学生駅伝実行員会への補助
100

負担金補助及
び交付金

小学生駅伝実行員会への補助
ほか 753

使用料及び賃
借料

スポーツ大会に係る会場使用料
等 649

使用料及び賃
借料

スポーツ大会に係る会場使用料
等 132

合計（Ａ） 10,249 合計（Ｂ） 9,267

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -982

主な
理由

明石市スポーツフェスティバルの開催方法見直しによる
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平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
スポーツ推進委員活動事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130001500-003

予算所管課 文化・スポーツ部スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624

教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 スポーツ推進委員活動事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-3 スポーツの振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
スポーツ基本法第32条に基づき設置されたスポーツ推進委員が、本市におけるスポーツ活動の推進を目的として、市民に対
しスポーツの実技指導をはじめ、その他のスポーツに関する指導及び助言、さらに地域と行政とのコーディネータ－としての
活動ができるように支援するとともに、地域のニーズに対応したスポーツ活動を行うことによりコミュニティづくりに貢献する。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

年間活動回数 スポーツ推進委員会としての一年間の活動回数 平成28年度 回 80

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

１　スポーツ推進委員
　　　委嘱人数　H24年度・H25年度　31名、　H26年度・H27年度　29名　（任期2年）
　　　報酬月額　　6,400円
　　　　・地域でのスポーツ推進のための活動として、実技の指導や自主的なスポーツ教室などを行うほか、本市等が行うスポーツイベント
　　　　　の支援も行う。
　　　　　（平成27年度は、出前講座、ちょこっと体力測定会、市民ショートテニス大会、小学生駅伝大会等に出務）
　　　　・明石市スポーツ推進委員全体会を開催し、それぞれの活動の情報共有を図っている。
　　　　　（H25年度 4回  、 H26年度 6回  、 H27年度 6回）
　　　　・より専門的で効果的な活動を行うため、スポーツ推進委員会の中に３つの専門部会（事業部会・研修部会・広報部会）を設置してい
　　　　　る。各専門部会での事業内容等の検討結果を全体会に提案し、決定している。（H26年度　専門部会22回開催）
　　　　・委員の活動状況を知らせ、地域のスポーツの推進につなげていけるよう、広報紙「ときめきスポーツライフ」を年2回発行。
　　　　・ニュースポーツ普及のための組織づくりを行う。（H27年度　明石市ショートテニス協会設立）
　　　　・ショートテニス教室の開催
　　　　　H24年度　4回、　H25年度　4回、　H26年度　4回、　H27年度　3回
　　　　・親子で運動遊び体験の開催
　　　　　H24年度　1回、　H25年度　1回、　H26年度　2回、　H27年度　3回
　　　　・体力測定会
　　　　　H27年度　3回
　　　　※年間活動回数
　　　　　Ｈ25年度　44回、　Ｈ26年度　68回、　Ｈ27年度（4月-12月）　55回

２　スポーツ推進委員の資質向上のため、各種研修会等に参加
　　　・東、北播磨地区スポーツ推進委員研修会
　　　・兵庫県スポーツ推進委員中央研究協議会
　　　・生涯スポーツ指導者地区別研修会（東・北播磨地区）　等

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

26決算 2,537 11,200 13,737 0 0.00

27当初予算 2,793 8,460 11,253 0 0 0 11,253 再任用

0 0 13,737 正規 1.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

28当初予算 2,775 8,460 11,235 0 0 0 11,235 任期付 0.10 合計 1.10

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
スポーツ推進委員旅費

260 旅費
スポーツ推進委員旅費

309

区分（節） 内容 金額

報酬
スポーツ推進委員報酬

2,228 報酬
スポーツ推進委員報酬

2,228

役務費
スポーツ安全保険料

58 役務費
スポーツ安全保険料

58

需用費
広報紙印刷製本費ほか

87 需用費
広報紙印刷製本費ほか

81

負担金補助及
び交付金

スポーツ推進委員連絡協議会
分担金ほか 150

負担金補助及
び交付金

スポーツ推進委員連絡協議会
分担金ほか 94

使用料及び賃
借料

全体会会場使用料
10

使用料及び賃
借料

全体会会場使用料
5

合計（Ａ） 2,793 合計（Ｂ） 2,775

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -18

主な
理由

分担金の減による
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○

○

0.00

コミセン利用人数（延べ）
生涯学習活動の拠点施設であるコミセンを利用した人数を成果指標と
する。

平成28年度 人 511,000

目標年次 単位 目標値

コミセン利用件数（延べ）
生涯学習活動の拠点施設であるコミセンを利用した件数を成果指標と
する。

平成28年度 件 31,000

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.50

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

28,286

30,720

32,087

81,120

80,220

80,220

109,406

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
コミセン管理運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-001

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5600

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

目 コミュニティ費
根拠法令
・要綱等

明石市立コミュニティ・センター条例、同施行規
則

事業 コミセン管理運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）

地域住民の生涯学習の拠点施設である中学校区コミセンにおいて、活発な学習活動が行われるよう管理運営を行う。

事
業
内
容

＜平成26年度・平成27年度＞
①　施設の維持管理運営
　　・修繕実施件数
　　　　　平成26年度　　104件
　　　　　平成27年度　　100件（見込み）
②　学習活動の支援
　　・登録サークルに活動場所を提供する等の学習支援を行った

③　生涯学習、地域活動等の場の提供
　
④　生涯学習機会の提供
　　・高齢者大学、市民講座等の実施（生涯学習推進事業の委託料による）
※　（コミセン利用件数（延べ））　　平成26年度　　30,139件　　平成27年度　　30,000件
 　　（コミセン利用人数（延べ））　　平成26年度　5１0,599人　　平成27年度　510,000人
　
＜平成28年度＞
①　施設の維持管理運営
②　学習活動の支援
③　生涯学習、地域活動等の場の提供
④　生涯学習機会の提供
　　・高齢者大学、市民講座等の実施（生涯学習推進事業の委託料による）
※　（コミセン利用件数（延べ））　　平成28年度見込み   31,000件
 　　（コミセン利用人数（延べ））　　平成28年度見込み　51１,000人

成果指標
指標名 考え方・定義・式

コミセン所長・職員近接地旅費
290

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

1.10

6.00

26決算 0 0 4,741 104,665

27当初予算 0 0 4,522 106,418

27年度人員配置（人）

正規

再任用

その他
報償費、負担金補助金及び交付
金 130

28当初予算 0 0

55.00

62.60

110,940

112,307

需用費
光熱水費、修繕料、消耗品費等

17,154 需用費

4,392

内容

光熱水費、修繕料、消耗品費等

107,915

内容 金額

旅費
コミセン所長・職員近接地旅費

260 旅費

8,075 委託料
コミセン運営業務委託（14コミセ
ン）等 8,512

使用料及び賃
借料

コピー機使用料、リソグラフ賃借
料等 3,907

使用料及び賃
借料

コピー機使用料、リソグラフ賃借
料等 3,826

その他
報償費、備品購入費、負担金補
助金及び交付金 186

合計（Ａ） 30,720 合計（Ｂ） 32,087

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 1,367

主な
理由

コミセン施設の維持管理に伴う修繕料の増

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

18,032

役務費
コミセン電話料金等

1,194 役務費
コミセン電話料金等

1,241

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
コミセン運営業務委託（14コミセ
ン）等
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○

○

合計（Ａ） 3,850 合計（Ｂ） 60,747

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 56,897

主な
理由

工事請負費の増

備品購入費
空調機更新等

2,500

工事請負費
錦城コミセン耐震補強ほか工事

57,000

0.10 合計 17.10

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

備品購入費
空調機更新等

2,650 役務費
家電リサイクル料

47

区分（節） 内容 金額

需用費
衣川玄関庇部修繕

1,200 需用費
トイレ洋式化修繕ほか

1,200

28当初予算 60,747 36,900 97,647 0 57,000 0 40,647 任期付

26決算 6,589 36,900 43,489 0 0.00

27当初予算 3,850 36,900 40,750 0 0 0 40,750 再任用

0 0 43,489 正規 0.80 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

6.20 その他 10.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
・江井島コミセン講堂床面長尺シート全面張替
・空調機更新（野々池、望海、大久保北）等の施設・設備の整備
　
＜平成27年度＞
・衣川コミセン玄関庇部修繕
・空調機更新等の施設・設備の整備

＜平成28年度＞
・錦城コミセン耐震補強ほか工事
・空調機更新等の施設・設備の整備

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
中学校区コミセンが、地域住民の生涯学習活動の拠点施設として十分機能するよう、老朽化対応や耐震化など安全面や機
能向上を目指し、施設・設備を整備する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事故件数 設備の不具合による年間事故件数 平成28年度 件 0

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 コミュニティ費
根拠法令
・要綱等

明石市立コミュニティ・センター条例、同施行規
則

事業 コミセン施設整備事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
コミセン施設整備事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-002

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5600
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○

○

合計（Ａ） 11,389 合計（Ｂ） 12,989

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 1,600

主な
理由

備品購入費の増

その他
旅費、備品購入費等

633 その他
旅費、備品購入費等

2,403

公用車駐車場借り上げ料、コ
ピー使用料 1,138

使用料及び賃
借料

公用車駐車場借り上げ料、コ
ピー使用料 1,161

委託料
舞台操作・舞台吊物・ホール照
明保守等 6,641 委託料

舞台操作・舞台吊物・ホール照
明保守等 6,353

3.60 合計 5.30

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

役務費
ホール用人件費・ピアノ調律代
等 374 役務費

ホール用人件費・ピアノ調律代
等 369

区分（節） 内容 金額

需用費
消耗品費（事務用品等）、舞台用
電球・学習情報誌等 2,603 需用費

消耗品費（事務用品等）、舞台用
電球・学習情報誌等 2,703

使用料及び賃
借料

28当初予算 12,989 21,860 34,849 0 0 10,989 23,860 任期付

26決算 10,681 20,180 30,861 0 0.00

27当初予算 11,389 21,860 33,249 0 0 10,892 22,357 再任用

0 10,681 20,180 正規 1.40 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.30 その他 0.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
①　学習センター貸し館運営
　　・学習室１（120人）、２（81人）、３（45人）、４（12人）、ﾊﾟｿｺﾝ室（25人）、調理実習室（25人）、工芸室（25人）、  和室・茶室（29人）、
　　　ﾎｰﾙ（293人）、ﾘﾊｰｻﾙｽﾀｼﾞｵ（20人）、音楽練習室1,2（12人）の貸し館を行った。
　　・利用件数 7,408件、平均利用率 72.0%、利用者数 110,829人
②　学習情報の提供
　　・学習情報誌「わらしのわ」を発行した（年4回、3500部）。
　　・生涯学習センターホームページにて、貸し館の状況や企画事業の情報提供を行った。
　　・学習情報コーナーにて、各種生涯学習に関するパンフレット、チラシの閲覧サービスを行った。

＜平成27年度＞　　※下記変更以外は例年とほぼ同じ。
①　学習センター貸し館運営
　　・利用件数 5,650件、平均利用率 72.2%、利用者数 85,872人（H27.12末現在）
②　学習情報の提供

＜平成28年度＞
①　学習センター貸し館運営
②　学習情報の提供

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　生涯学習センター（男女共同参画センター・消費生活センター・子育てプレイルーム・子ども図書館・明石駅市民サービス
コーナー除く）において、多くの市民が生涯学習に取り組み、市民による学習活動、文化活動、市民活動などが活発に行わ
れるよう、使いやすい貸し館運営を行い、提供するサービスを充実させる。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

稼働率
貸し館の年間使用率
（年間使用数/年間使用可能数）

平成28年度 ％ 54

利用者数 貸し館の年間利用者数 平成28年度 人 111,000

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習センター費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同施行規則事業 生涯学習センター運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
生涯学習センター運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-003

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5600
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○

合計（Ａ） 954 合計（Ｂ） 613

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -341

主な
理由

需用費の減

会議室机
100 備品購入費

ＡＥＤバッテリー
34

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
130

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
143

0.00 合計 5.50

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

役務費
電信電話料・ピアノ調律代

210 役務費
電信電話料・ピアノ調律代

189

区分（節） 内容 金額

需用費
消耗品費（事務用品等）、修繕料

514 需用費
消耗品費（事務用品等）

247

備品購入費

28当初予算 613 8,020 8,633 0 0 579 8,054 任期付

26決算 600 8,020 8,620 0 0.00

27当初予算 954 8,020 8,974 0 0 867 8,107 再任用

0 600 8,020 正規 0.40 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.10 その他 5.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
①　貸し館運営
　　・大会議室(２５０人)、和室(５０人)、実習室（３０人）、研修室(３５人)、視聴覚室(３５人)、小会議室(２０人)の貸し館運営を行った。
②　学習活動の支援
　　・登録サークルに活動場所を提供するなどの学習支援を行った。
　　　※①、②を合わせた利用件数等　延件数3,330件、延人数55,187人
③　修繕
　　・都市ガス警報器交換修繕、視聴覚室カーテン修繕

＜平成27年度＞　※下記変更以外は例年とほぼ同じ。
①　貸し館運営
②　学習活動の支援
　　　※①、②を合わせた利用件数等　延件数2,482件、延人数39,258人（H27.12末現在）
③　修繕
　　・大会議室カーテンレール修繕、大会議室床押さえ修繕　ほか

＜平成28年度＞
①　貸し館運営
②　学習活動の支援

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
生涯学習センター分室において、多くの市民が生涯学習に取り組み市民による学習活動、文化活動、市民活動などが活発
に行われるよう、施設設備の状態を良好に保ち、使いやすい貸し館運営を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

稼働率
貸し館の年間使用率
（年間使用数/年間使用可能数）

平成28年度 ％ 57

利用者数 貸し館の年間利用者数 平成28年度 人 56,000

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習センター費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同施行規則事業 生涯学習センター運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
分室運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-004

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5600
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○

合計（Ａ） 530 合計（Ｂ） 134

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -396

主な
理由

需用費の減

0.20 合計 0.30

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

需用費
消耗品費・視聴覚機材補修

530 需用費
消耗品費・視聴覚機材補修

134

28当初予算 134 1,340 1,474 0 0 0 1,474 任期付

26決算 311 1,260 1,571 0 0.00

27当初予算 530 1,340 1,870 0 0 0 1,870 再任用

0 0 1,571 正規 0.10 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
①　教材、機材の貸し出し及び教材の新規購入
　　・幼稚園や子ども会、自治会などに16ﾐﾘﾌｨﾙﾑやﾋﾞﾃﾞｵ教材、及びﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰやｽｸﾘｰﾝなど機材の貸し出しを行った。
　　・年間貸し出し件数　教材41件（学校：25件、その他10件）、機材16件（学校：9件、その他：7件）
　　・教材の新規購入（DVD5本を購入）

＜平成27年度＞　※下記変更以外は例年とほぼ同じ。
①　教材、機材の貸し出し及び教材の新規購入
　　・年間貸し出し件数　教材25件（学校：11件、その他14件）、機材14件（学校：2件、その他：12件）（H27.12末現在）
　　・教材の新規購入（DVD 5本を購入）

＜平成28年度＞
①　教材、機材の貸し出し

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の多様な学習需要に応えるため、生涯学習センターが保有する視聴覚教材、機材を利用しやすい環境をつくる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

貸出件数 教材（ＤＶＤ、ビデオ等）の年間貸出件数 平成28年度 件 50

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習センター費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同施行規則事業 生涯学習センター運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
視聴覚ライブラリー運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-005

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5600



14

○

○

合計（Ａ） 96,463 合計（Ｂ） 204,955

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 108,492

主な
理由

工事請負費、負担金の増

その他
役務費・使用料

2,613

負担金補助及
び交付金

ｱｽﾋﾟｱ明石管理費・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
経費・電気・水道料・修繕負担金 65,524

負担金補助及
び交付金

ｱｽﾋﾟｱ明石管理費・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
経費・電気・水道料・修繕負担金 128,472

施設維持管理用備品一式・
貸館用監視カメラ更新 170 備品購入費

施設維持管理用備品一式・
貸館用監視カメラ更新・机・椅子 4,170

使用料及び賃
借料

施設予約システムリース料・ＮＨ
Ｋ・ケーブルＴＶ利用料等 1,589 工事請負費

センター貸室及び１０階倉庫改
修ほか 38,000

0.00 合計 1.40

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

委託料
施設清掃・夜間警備・電話交換
機等 21,164 委託料

施設清掃・夜間警備・電話交換
機等 23,828

区分（節） 内容 金額

需用費
消耗品等（管球等）・施設設備修
繕・ガス料金 8,016 需用費

消耗品等（管球等）・施設設備修
繕・ガス料金 7,872

備品購入費

28当初予算 204,955 9,560 214,515 0 94,200 15,762 104,553 任期付

26決算 79,456 9,560 89,016 0 0.00

27当初予算 96,463 9,560 106,023 0 0 15,581 90,442 再任用

0 16,412 72,604 正規 1.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.40 その他 0.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

＜平成26年度＞
①　保守・点検
　　・中央監視盤、AVシステム、空調装置について、年1回の保守点検を実施した。
　　・給水式冷温機（冷房）について、年２回の保守点検を実施した。
　　・電話交換機、エアコン空調機について、月１回の保守点検を実施した。
②　修理、修繕
　　・室外機インバーター圧縮機交換、空調機フィルター交換、ホールサイドスピーカー修繕　など17件
③　インフラ設備維持
　　・電気・ガス・水道・館内イントラ回線・電話回線の供給を行った。
　　・建物（アスピア）共用部分等の維持管理費を負担した。
④　清掃・・・年1回の定期清掃と開館日の日常清掃を行った。
⑤　警備・・・開館日の夜間（16:30～22:30)の見回り警備と利用者案内を行った。（休館日においても、あかねが丘学園の開講日（8:00～18:00)、
　　　　　　　明石駅市民サービスコーナーの開所日（8:00～20:30)は見回り警備等を行った。）
　　　　　　　   深夜(22:00～8:00)及び休館日の機械警備を行った。

＜平成27年度＞　※下記変更以外は例年とほぼ同じ。
①　修理・修繕
　　・室外機インバーター圧縮機修繕、加圧給水ユニットポンプ修繕　など14件（H27.12末現在）

＜平成28年度＞
①　修理・修繕

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
生涯学習センターの施設・設備（アスピア明石北館の7階～10階部分、6209㎡。男女共同参画センター・消費生活センター・
子育てプレイルーム・子ども図書館・明石駅市民サービスコーナー含む）において、 市民がセンターを安全・快適に利用でき
るよう、また、職員が効率的に執務できるよう、センターの施設・設備の状態を良好に保つ。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

修繕件数 施設設備を安全・快適に供用するため年間修繕件数を指標とする。 平成28年度 件 20

事故件数 設備の不具合による年間事故件数 平成28年度 件 0

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習センター費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同施行規則事業 生涯学習センター維持管理事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
生涯学習センター維持管理事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-006

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5600



14

○

○

合計（Ａ） 11,831 合計（Ｂ） 11,444

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -387

主な
理由

報償費の見直しによる減

負担金補助及
び交付金

研修参加負担金
8

負担金補助及
び交付金

研修参加負担金
16 備品購入費

事業用備品の購入
30

シニアカレッジ、コミセン生涯学
習事業委託料など 9,298 委託料

シニアカレッジ、コミセン生涯学
習事業委託料など 9,298

役務費
ﾎｰﾙｽﾀｯﾌ人件費、保険料、委託
料 217 役務費

ﾎｰﾙｽﾀｯﾌ人件費、保険料、委託
料 91

1.60 合計 8.80

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
チラシ・冊子等印刷代、用紙代、
記録用DVD、講師用お茶など 344 需用費

チラシ・冊子等印刷代、用紙代、
記録用DVD、講師用お茶など 367

区分（節） 内容 金額

報償費
講師等謝礼

1,956 報償費
講師等謝礼

1,650

委託料

28当初予算 11,444 44,000 55,444 0 0 700 54,744 任期付

26決算 11,087 43,360 54,447 0 0.00

27当初予算 11,831 44,000 55,831 0 0 1,083 54,748 再任用

0 537 53,910 正規 3.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

4.00 その他 0.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

【平成26年度】
①講座・イベント等の実施（生涯学習センター、分室、中学校区コミセンで開催）　　主催講座の延べ受講者数＋コミセン高齢者大学・シニアカレッジの学生
数の合計は約4,500名
・生涯学習センター実施講座
あかし楽講座（歴史講座、こどもあかし楽講座、ふるさと散歩、官学連携講座）、あかし市民企画みんなの講座、あかし“ジモとも”セミナー、クッキングアカデ
ミー、シニアカレッジ（委託事業）、コミセン高齢者大学（委託事業）などを実施。
②生涯学習相談…窓口、電話で市民に生涯学習情報を提供。年間相談件数50件程度。
③生涯学習指導者の育成
・明石生涯学習指導者会の20周年行事（作品展、ステージ発表、講演会等）を明石コミセンサークル連絡協議会などの協力のもとに実施。
④コミセンサークル活動への支援
・明石コミセンサークル連絡協議会の活動支援

【平成27年度】※下記変更以外は、平成26年度とほぼ同じ
①講座・イベント等の実施
・クッキングアカデミーの休日開催

【平成28年度】
①講座・イベント等の実施（生涯学習センター、分室、中学校区コミセンで開催）
あかし楽講座（歴史講座等）、あかし市民企画みんなの講座、クッキングアカデミー、シニアカレッジ（委託）、コミセン高齢者大学（委託）などを実施。
②生涯学習相談…窓口、電話で市民に生涯学習情報を提供。年間相談見込件数50件程度。
③コミセンサークル活動への支援
・明石生涯学習指導者会の活動支援
・明石コミセンサークル連絡協議会の活動支援

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民がいつでも、どこでも、さまざま学びに取り組むことができるようにし、個々の学びが地域社会の発展に役立つようにす
る。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

講座受講者数等
センター主催講座等の受講者数、シニアカレッジ、コミセン高齢者大学
の入学者数を集計

平成28年度 人 5,000

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習センター費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同施行規則事業 生涯学習推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
自主企画事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-007

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5603



28

○

合計（Ａ） 0 合計（Ｂ） 87

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 87

主な
理由

新規事業のため

0.00 合計 0.00

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

役務費
ﾎｰﾙｽﾀｯﾌ人件費

37

区分（節） 内容 金額

報償費
講師等謝礼

50

28当初予算 87 0 87 0 0 0 87 任期付

26決算 0 0 0 0 0.00

27当初予算 0 0 0 0 0 0 0 再任用

0 0 0 正規 0.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

【平成28年度】
（仮称）生涯学習学びの記録帳を作成・配布し、個人の学習活動やボランティア活動等を記録し残すことで、活動の更なる励みに繋げる。また、市の主催す
る講座受講など学習活動の実績に応じて、認定印を押印し押印数に応じて特典を付与するような仕組みを検討する。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
高齢者（６０歳以上の市民）が（仮称）生涯学習学びの記録帳を使用することで自身の学習の成果を振り返り、その後の学習
活動に役立てる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

(仮称）生涯学習学びの記
録帳

（仮称）生涯学習学びの記録帳の配布数を成果指標とする。 平成28年度 枚 1,000

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習センター費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同法施行規則事業 生涯学習推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
高齢者学習支援事業

新規/継続 新規事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130101000-008

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター
連絡先 (078)918-5603



56

○

合計（Ａ） 20,700 合計（Ｂ） 18,794

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -1,906

主な
理由

移転にともなう費用減のため

その他 716 その他 904

備品購入費
パソコン、物置等購入

1,700 備品購入費
プロジェクター、ロッカー、棚

900

社会教育コーディネーター委託
料 7,000 委託料

勤労福祉会館休館日利用管理
委託 3,900

役務費
通信運搬費、ピアノ調律料

802 役務費
通信運搬費、ホール舞台人件費

1,198

1.30 合計 4.30

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

需用費
事務用品費、印刷製本費、光熱
水費 2,182 需用費

事務用品費、印刷製本費、光熱
水費 3,392

区分（節） 内容 金額

報償費
講師謝礼（共通講座、専攻コー
ス） 8,300 報償費

講師謝礼（共通講座、専攻コー
ス） 8,500

委託料

28当初予算 18,794 17,690 36,484 0 0 5,127 31,357 任期付

26決算 14,634 14,000 28,634 0 0.00

27当初予算 20,700 17,690 38,390 0 0 5,217 33,173 再任用

0 4,966 23,668 正規 0.50 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 2.50

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

あかねが丘学園は、３年間の系統立てた学習プログラムをもとに、地域活動の企画力やコーディネーションなどコミュニティづくりに必要な専門性と
実践力を身につけた地域社会活動指導者を養成する。
【平成２６年度】
・事業内容は、１学年の学習拠点を生涯学習センターに移し、同学年の専攻コースを５コースから４コースに再編して実施した。
①本校　コース：２・３学年は、景観園芸・生活ふくし・ふるさとコミュニティ・音楽交流・健康スポーツ交流（各学年定員１６５人）
　　　　　　　　　　 １学年は、景観園芸・健康ライフ・ふるさとコミュニティ・音楽交流（学年定員１００人）
　　　　　学生数：２９８人（１学年１０９人、２学年１１３人、３学年７６人）
　　　　　学習日：月曜　１学年・地域活動支援、火曜　クラブ活動、水曜　３学年、木曜　２学年
②地域活動支援日は、卒業生と在校生の地域活動を支援するための学習日で、公開講座、各種講習・講座などの実施と地域活動グループへの
施設設備の開放と、相談・助言を行なっている。
・その他、学生自治会、ボランティア会、委員会、クラブ活動、自主学習・自主活動グループなど活動している。
③学習スケジュール：授業は週１回、年間３５日程度、午前と午後で共通講座（学年全体で受講）と専攻コース（各専攻コースで受講）に分かれて受講
主な年間スケジュール：　４月入学式・始業式、１０月体育祭、１１月学園祭、２～３月次年度学生募集、３月卒業式・修了式
④地域活動グループ数：９４、地域活動実施回数：１１０３回
【平成２７年度】
・事業内容は、１・２学年を生涯学習センターで、３学年を松が丘本校で実施した。
　コース：３学年は、２６年度と同様。
　 　　　　 １・２学年は、景観園芸・健康ライフ・ふるさとコミュニティ・音楽交流（学年定員１００人）
　学習日：月曜　１・２学年・地域活動支援、火曜　クラブ活動、水曜　３学年、木曜　地域活動支援
　　　　　学生数：２９７人（１学年１０２人、２学年９５人、３学年１００人）
【平成２８年度】
・事業内容は、１・２・３の全学年を生涯学習センターで実施する。
　コース：２・３学年は、景観園芸・健康ライフ・ふるさとコミュニティ・音楽交流（学年定員１００人）
　　　　　　１学年は、景観園芸・健康ライフ・ふるさとコミュニティ・音楽交流・陶芸文化（学年定員１１６人）
　学習日：月曜　１・２・３学年・地域活動支援、火曜　地域活動支援・クラブ活動、水曜　地域活動支援、木曜　地域活動支援
・入学者の定員は１１６人

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石市在住の60歳以上の高齢者に教養の向上及び生きがいの創造を図るとともに地域社会活動の指導者を養成できるよ
う、良質な学習機会及び環境を整備する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

入学者数 各年度の１学年の入学者数 28 人数 116

ボランティア実施状況
あかねが丘学園のボランティアグループのボランティア実施回数（西
分校を含む）

28 回数 1,100

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 あかねが丘学園費
根拠法令
・要綱等

明石市立明石市立高齢者大学校あかねが丘学
園要綱

事業 あかねが丘学園運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
あかねが丘学園運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130102000-001

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター

連絡先 (078)918-5600



56

○

合計（Ａ） 12,189 合計（Ｂ） 5,857

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -6,332

主な
理由

移転にともなう費用減のため

特別管理産業廃棄物管理責任
者講習 21

負担金補助及
び交付金

特別管理産業廃棄物管理責任
者講習 21

委託料
設備関係保守点検費用、ＰＣＢ
廃棄物処理費用 3,721 委託料

設備関係保守点検費用
1,317

0.40 合計 2.60

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

役務費
簡易専用水道検査手数料

19 役務費
簡易専用水道検査手数料

19

区分（節） 内容 金額

需用費
施設設備補修費、光熱水費（電
気料金、ガス料金、水道料金） 8,428 需用費

施設設備補修費、光熱水費（電
気料金、ガス料金、水道料金） 4,500

負担金補助及
び交付金

28当初予算 5,857 10,000 15,857 0 0 0 15,857 任期付

26決算 10,405 8,760 19,165 0 0.00

27当初予算 12,189 10,000 22,189 0 0 0 22,189 再任用

0 0 19,165 正規 0.30 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 1.90

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

①施設・設備の保守・点検・修理
②電気・水道・ガス施設点検、樹木剪定
③清掃　高架水槽定期清掃、屋内・屋外清掃委託
④警備　機械警備委託

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
旧あかねが丘学園の施設、設備を、市民が安全・快適に使用できるように維持管理する。
敷地内にあるコミセン等を市民が安全・快適に利用できるよう、また職員が効果的に執務できるよう施設・設備の状態を良好
に保つ。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 あかねが丘学園費
根拠法令
・要綱等

事業 あかねが丘学園維持管理事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
あかねが丘学園維持管理事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130102000-002

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター

連絡先 (078)918-5600



21

○

合計（Ａ） 9,157 合計（Ｂ） 3,026

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -6,131

主な
理由

分校コースの本校への統合、実施のため

使用料及び賃
借料

みなと記念ホール使用料等
1,110

使用料及び賃
借料

コピー使用料
143

委託料
清掃･警備業務及び市民陶芸教
室、社会教育コーディネーター委
託

3,850 委託料
清掃･警備業務及び市民陶芸教
室委託 350

通信運搬費
80 役務費

通信運搬費
80

需用費
事務用品費、印刷製本費、光熱
水費 745 需用費

事務用品費、印刷製本費、光熱
水費 745

0.30 合計 2.10

2
7
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

2
8
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

旅費
市内出張旅費

150 旅費
市内出張旅費

97

区分（節） 内容 金額

報償費
講師謝礼（共通講座、専攻コー
ス） 3,222 報償費

講師謝礼（共通講座、専攻コー
ス） 1,611

役務費

28当初予算 3,026 8,010 11,036 0 0 300 10,736 任期付

26決算 7,667 5,540 13,207 0 0.00

27当初予算 9,157 8,010 17,167 0 0 1,050 16,117 再任用

0 675 12,532 正規 0.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 1.60

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

あかねが丘学園西分校は、２年間の系統立てた学習プログラムをもとに、地域活動の企画力やコーディネーションなどコミュニティづくりに必要な専門性と実
践力を身につけた地域社会活動指導者を養成する。
【平成２６年度】
①分校　コース：　健康科学　・陶芸文化（各学年定員５１人）
           学生数：４５人（１学年２５人、２学年２０人）
　　　　　 学習日：水曜　１学年、金曜　２学年
②学生自治会、ボランティア会、委員会、クラブ活動、自主学習・自主活動グループなど活動している。
③学習スケジュール：授業は週1回、年間３５日程度、午前：共通講座（学年全体で受講）、午後：専攻コース（各専攻コースで受講）
主な年間スケジュール：　４月入学式・始業式、１０月体育祭、１１月学園祭、２～３月次年度学生募集、３月卒業式・修了式
【平成２７年度】
・事業内容は、１学年の専攻コースの名称を「健康科学」から「健康スポーツ」に変更し、それ以外は２６年度と同様に実施した。
　　　　　学生数：３９人（１学年２６人、２学年１３人）
【平成２８年度】
・事業内容は、２学年は２７年度と同様に実施する。
　　　　　　　　　 １学年は「健康スポーツ」を本校「健康ライフ」と統合、「陶芸文化」は本校に編入して実施する。

27年度人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石市在住の60歳以上の高齢者に教養の向上及び生きがいの創造を図るとともに地域社会活動の指導者を養成できるよ
う、良質な学習機会及び環境を整備する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 あかねが丘学園費
根拠法令
・要綱等

明石市立高齢者大学校あかねが丘学園要綱事業 あかねが丘学園西分校運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

平成28年度 予算事業説明シート

事務事業名
あかねが丘学園西分校運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0130102000-003

予算所管課 文化・スポーツ部生涯学習センター

連絡先 (078)918-5600
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